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　① この講義のねらい?森田?  ５分
　② お二人の自己紹介?竹下?飯塚?   10分
　③ 博物館における接遇についての講義?竹下?飯塚?   15分
　④ 博物館における接遇の実際?竹下?飯塚?   60分
　　　　?　休　憩　?
　⑤ 学生の接遇についてのコメント?竹下?飯塚?   30分
　　　学生のうちで数名にロールプレイングをさせコメントしていただく?
　⑥ 接客担当者から学芸員に求めること?竹下?飯塚?森田?   50分
　　　森田の司会進行でお二人にインタビューして?学生にも発言させる?
　　　学生からの発言は自分自身が体験してきた博物館における接客について?
















































































































































































































































































































































































その後－島根県立美術館と島根県立古代出雲歴史博物館」（『ミュゼ』111　2015 年）26 頁～29 頁、及














（16） 註（15）前掲書、325 頁～330 頁。
（17） 註（15）前掲書、339 頁～348 頁。
（18） 註（15）前掲書、349 頁～356 頁。
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（19） 事務系職員と学芸員との人数比率について、倉田公裕・矢島國雄『新編博物館学』（東京堂出版　1995
年）73 頁では、「学芸員・学芸員補とその他の職員の比は１対５」とした上で、「この人数比で見る限り、
博物館では学芸員より事務職員のほうが必要だということなのかと皮肉りたくなる数字である」と記す。
この書物の意図は、あくまでも学芸員の増員ということを主張しているのであって、事務系職員を軽視
しているとは思いたくないが、それでも「博物館の本来の活動を造っていくのは学芸員であることを考
えると、博物館設置者がいかに博物館というものを理解していない人事をしているかが、ここにも現れ
ていると見ることができる」と断言する。あえて言わせていただくなら、この理解は一面的であると言
わざるを得ない。確かに、学芸員の業務は、博物館の事業展開の中で重要な位置を占めている。しかし、
学芸員課程を担当する教員が「博物館の本来の活動を造っていくのは学芸員である」と言い切った時、
その講義を受講した学生が将来、どのような学芸員になるのだろうか。「博物館を支えているのは俺だ！」
そんな学芸員になってしまうのではないか、という危惧感を強く感じずにはいられない。
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